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究会	 2010 年 2 月 12 日,横浜市	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代へ.両毛地区産婦人科講演会	 2010 年 2 月 17 日,足利市	 

	 



鈴木光明：子宮頸がんは予防できる‐子宮頸予防ワクチンを中心に‐.第 14 回	 結核予防関係・婦

人団体中央講習会	 2010 年 2 月 18 日,東京都	 

	 

鈴木光明：子宮頸がん予防ワクチンについて.第 1 回	 民主党ワクチン政策を考える勉強会	 2010 年

2 月 23 日,国会図書館	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防するがんである.子宮頸がん予防セミナー	 2010 年 2 月 25 日,水戸市	 

	 

鈴木光明：子宮頸がん予防ワクチンについて.ワクチン政策に関する議員連盟設立総会	 2010 年 2

月 26 日,東京自民党本部	 

	 

鈴木光明：若い女性に増えている子宮頸がん	 ‐その対策は‐.女性の健康週間	 in	 栃木（市民公

開講座）2010 年 3 月 2 日,宇都宮市	 

	 

鈴木光明：日本産婦人科医会における女性のがんへの取り組み	 ‐子宮頸がんは予防する時代にな

った‐.女性の健康週間	 in	 浜松（市民公開講座）2010 年 3 月 4 日,浜松市	 

	 

鈴木光明：子宮頸がん予防ワクチンについて.平成 21 年度郡山医師会第２回定期予防接種受託講習

会	 2010 年 3 月 4 日,郡山市	 

	 

鈴木光明：「子宮頸がん検診クーポンの利用状況」調査報告.子宮頸がん征圧をめざす専門家会議	 

緊急ワークショップ	 2010 年 3 月 10 日,東京	 

	 

鈴木光明：子宮頸がん予防ワクチン.岡崎市医師会学術講演会	 2010 年 3 月 24 日,岡崎市	 

	 

鈴木光明：子宮頸がん検診「ベセスダシステムと HPV 検査を中心に」.中野・杉並・新宿３区合同

産婦人科医会学術講演会	 2010 年 3 月 29 日,新宿区医師会館,東京都	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代へ.盛岡市医師会産婦人科部会「桃花会」学術講演会	 2010 年

3 月 31 日,盛岡市	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防できる時代です	 ‐子宮頸がんから身を守るために‐.子宮頸がん予

防講演会	 2010 年 4 月 16 日,大田原市	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防できる時代です.第 14 回	 小山地区開業医のための症例検討会	 2010

年 5 月 18 日,小山市	 



	 

鈴木光明：子宮頸癌予防ワクチンとその普及にむけて.那須郡市医師会学術講演会	 2010 年 5 月 26

日,大田原市	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防できる	 ‐予防ワクチンについて学びましょう‐.平成 22 年度久留米

市女性の会婦人会連絡協議会	 2010 年 6 月 26 日,久留米市	 

	 

鈴木光明：子宮頸がん予防ワクチン.平成 22 年度第１回学校医研修会	 2010 年 6 月 27 日,宇都宮市	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防できます！	 ‐女性の生命と子孫を守りましょう‐.子宮頸がん予防

講演会	 2010 年 7 月 14 日,さくら市	 

	 

鈴木光明：HPV と子宮頸がん	 ‐HPV ワクチンのトピックスを中心に‐.第 15 回	 北部九州ウイルス

感染症研究会	 2010 年 7 月 16 日,福岡市	 

	 

鈴木光明：HPV ワクチン	 ‐公費女性状況を中心に‐.平成 22 年度日本産婦人科医会東海ブロック

協議会	 2010 年 7 月 18 日,名古屋市	 

	 

鈴木光明：HPV ワクチンについて.平成 22 年度栃木県国民健康保険団体連合会	 診療施設部会医師

会第１回研修会	 2010 年 7 月 29 日,宇都宮市	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代です.東京新聞ファーラム	 “子宮頸がんは予防できる”	 2010

年 8 月 3 日,東京	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代へ.塩谷郡市医師会学術講演会	 2010 年 8 月 3 日,さくら市	 

	 

鈴木光明：子宮頸がん予防ワクチン.東京都子宮頸がん予防啓発講演会	 2010 年 8 月 5 日,東京都	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防できます	 ‐女性の命と子孫を守りましょう‐.栃木市子宮頸がんワ

クチン接種講演会	 2010 年 9 月 2 日,栃木市	 

	 

鈴木光明：明細胞癌・粘液性癌の治療戦略.第 10 回北海道婦人科腫瘍セミナー	 2010 年 9 月 4 日,

札幌市	 

	 

鈴木光明：子宮頸がん予防ワクチン集団接種事業について.自治体実務セミナー	 2010年 9月 14日,

東京	 



	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代へ	 ‐がん検診とワクチン‐.第 16 回	 遠州病院学術講演会	 

2010 年 9 月 23 日,浜松	 

	 

鈴木光明：癌化学療法における制吐療法：ガイドラインも含めて.宇都宮産婦人科医会および各郡

支部合同研修会	 2010 年 9 月 24 日,宇都宮	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防できる！損保ジャパン子宮頸がん予防講演会	 2010 年 10 月 13 日,宇

都宮	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代へ.稲城市・多摩市医師会合同学術講演会	 2010 年 10 月 19 日,

稲城市	 

	 

鈴木光明：「子宮頸がん検診クーポン」の利用状況調査報告.ゼロプロ緊急ワークショップ	 2010 年

10 月 20 日,東京	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代へ.第 18 回	 最新臨床医学を学ぶ会	 2010 年 11 月 4 日,	 宇都宮

市	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代へ.広島市小児科医会・安佐小児臨床懇話会合同学術講演会	 

2010 年 11 月 10 日,	 広島市	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代です	 ‐検診とワクチン‐.第９回	 宇都宮市医師会	 市民フォ

ーラム	 2010 年 11 月 14 日,	 宇都宮市	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは検診とワクチンで征圧できる.子宮頸がん啓発ウオーク	 2010 年 11 月 23

日,	 東京	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代へ	 ‐予防ワクチンと検診‐.子宮頸がんセミナー	 2010 年 11

月 24 日,	 上三川	 

	 

鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代へ.日本医師会生涯教育協力講演セミナー	 2010 年 12 月 18 日,	 

東京都	 

	 

鈴木光明：子宮頸がん.がん最前線	 ‐キャンサーボード TV	 	 BS 朝日	 2010 年 12 月 26 日	 

	 



鈴木達也：[スポンサード・シンポジウム；ART 反復不成功例とその対応]	 ART 反復不成功例の臨床

像.	 第 142 回日本生殖医学会関東地方部会、自治医大、2010 年 6 月 12 日.	 

 
髙見澤	 聡：講義	 不妊相談に必要な生殖医学	 「生殖器の構造、妊娠のしくみ、生殖に関わるホ

ルモン」日本生殖医療心理カウンセリング学会、2010年度不妊相談士（不妊コンサルタント）養成
講座、東京、2010年 9月 26日 
 
髙見澤	 聡：講義	 不妊相談に必要な生殖医学	 「不育症・生殖遺伝の基礎」日本生殖医療心理カ

ウンセリング学会、2010 年度不妊相談士（不妊コンサルタント）養成講座、東京、2010 年 10 月
17日 
 
渡辺尚：特別講演 II：産科における静脈血栓塞栓症予防対策．つくば静脈血栓塞栓症研究会，つく

ば市，2010 年 3 月 16 日．	 

 
渡辺尚：性教育講演．大切にしよう自分の心とからだ―今、自分が知っておくべきこと―．栃木県

立宇都宮商業高等学校，宇都宮市，2010 年 6 月 17 日．	 

	 

渡辺尚：性教育講演．大切にしよう自分の心とからだ―今、自分が知っておくべきこと―．栃木県

立真岡高等学校定時制，真岡市，2010 年 7 月 7 日．	 

	 

渡辺尚：性教育講演．大切にしよう自分の心とからだ―今、自分が知っておくべきこと―．栃木県

立真岡高等学校，真岡市，2010 年 7 月 8 日．	 

	 

渡辺尚：性教育講演．大切にしよう自分の心とからだ―今、自分が知っておくべきこと―．小山市

立桑中学校，小山市，2010 年 7 月 9 日．	 

	 

渡辺尚：フロンティアセミナー．大切にしよう自分の心とからだ―今、自分が知っておくべきこと

―．桐蔭学園高等学校，横浜市，2010 年 9 月 18 日．	 

	 

渡辺尚：大切にしよう自分の心とからだ―今、自分が知っておくべきこと―．性に関する講演会，

栃木県立真岡工業高等学校，真岡市，2010 年 11 月 9 日．	 

	 

渡辺尚（講師），泉章夫（インストラクター），岡島毅（インストラクター）．新生児蘇生法講習会

「専門コース」，自治医大，下野市，2010 年 10 月 2 日	 

	 

高橋尚人（講師），渡辺尚（インストラクター），泉章夫（インストラクター），嶋岡鋼（インスト



ラクター）．新生児蘇生法講習会「専門コース」，自治医大，下野市，2010 年 11 月 27 日	 


